
【総括表】

大 館 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く
「 個 別 施 設 計 画 」（ 公園 ）

１　計画期間 平成３０年４月１日から令和１４年３月３１日まで（１４年間）

　※計画見直し予定年度（令和３年度、令和８年度）

２　対象施設 本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とする。

№ 施設名 所在地 基本的な方針

352 大館市雪沢農村公園 雪沢字楢木岱 存続 機能維持のための修繕を実施

353 大館市葛原農村公園 葛原字後小路 存続 機能維持のための修繕を実施

354 大館市寺崎農村公園 比内町八木橋字村後 存続 機能維持のための修繕を実施

355 大館市味噌内農村公園 比内町味噌内字館ノ下 存続 機能維持のための修繕を実施

356 大館市大谷農村公園 比内町大葛字大谷 存続 機能維持のための修繕を実施

357 大館市大葛農村公園 比内町大葛字大葛家後 存続 機能維持のための修繕を実施

358 大館市長部農村公園 比内町大葛字長部川反 存続 機能維持のための修繕を実施

359 大館市森合農村公園 比内町大葛字森合 存続 機能維持のための修繕を実施

360 大館市小新田農村公園 比内町笹館字沖畑 存続 機能維持のための修繕を実施

361 大館市中野農村公園 比内町中野字下前田 存続 機能維持のための修繕を実施

362 大館市大野農村公園 早口字本屋敷 存続 機能維持のための修繕を実施

363 大館市本郷農村公園 早口字新田 存続 機能維持のための修繕を実施

364 大館市越山農村公園 岩瀬字越山向岱 存続 機能維持のための修繕を実施

365 大館市代野農村公園 山瀬字代野 存続 機能維持のための修繕を実施

366 大館市茂屋農村公園 山瀬字山瀬 存続 機能維持のための修繕を実施

367 大館市長坂農村公園 長坂字上岱 存続 機能維持のための修繕を実施

368 大館市岩野目農村公園 早口字高山岳 存続 機能維持のための修繕を実施

369 大館市大巻農村公園 長坂字宝田岱 存続 機能維持のための修繕を実施

370 大館市山田農村公園 山田字山田 存続 機能維持のための修繕を実施

371 外川原地区米代川河川緑地 外川原字前田 存続 機能維持のための修繕を実施

372 根下戸地区米代川河川公園 根下戸字下袋家後 存続 機能維持のための修繕を実施

373 コミュニティ河川公園 比内町独鈷字橋場 存続 機能維持のための修繕を実施

374 花岡工業団地公園 花岡町字七ツ館 存続 機能維持のための修繕を実施

375 二井田工業団地第１公園 二井田字前田野 存続 機能維持のための修繕を実施

376 大館第二工業団地第２公園 二井田字前田野 存続 機能維持のための修繕を実施

377 大館第二工業団地第３公園 二井田字前田野 存続 機能維持のための修繕を実施

378 大館第二工業団地第４公園 二井田字引欠川端 存続 機能維持のための修繕を実施



３　施設管理に関する基本的な方針

・公園については、大館市公園施設長寿命化計画対象（都市公園）以外の公園を本計画に記載し
　ているが、日常のやすらぎ空間の提供を図るため、すべての施設を存続させる。
・長寿命化計画対象公園とともに、利用者の安全対策を最優先に考え、日常的な点検等による維
　持管理の実施や、計画的な修繕・更新による長寿命化を進める。



施設№３５２

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部農政課

施設名称 大館市雪沢農村公園 施設面積 2,200.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 雪沢字楢木岱76番地 建設年 平成 9

【 今後２０年以上使用 】
　大きな修繕予定箇所はなく、今後２０年以上は使用していく。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　産直センターの利用者を対象とした憩いの場として位置づけられている公園であるため、機能
維持のための修繕を実施しながら存続させる。

　敷地面積が大きいため、公園環境を保持するための敷地管理に苦慮している。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　定期的な草刈の実施など、適正な維持管理を図る。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３５３

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　現状では大きな修繕を要する箇所はないが、今後、経年劣化による損傷等が懸念される。

【 今後２０年以上使用 】
　大きな修繕予定箇所はなく、今後２０年以上は使用していく。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　葛原集落の憩いの場として活用している公園であるため、機能維持のための修繕を実施しなが
ら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 葛原字後小路15番地 建設年 平成 11

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部農政課

施設名称 大館市葛原農村公園 施設面積 1,669.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　目標使用年数までは、機能維持のための小規模な修繕のみ行いながら、適正な維持管理を図
る。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３５４

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具やトイレなどの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　寺崎集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 比内町八木橋字村後7番地1 建設年 平成 6

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市寺崎農村公園 施設面積 2,525.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造6.25㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・トイレや東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３５５

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具やトイレなどの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　味噌内集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

(耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市比内町味噌内字館ノ下2番地1 建設年 平成 7 年

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市味噌内農村公園 施設面積 3,123.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造6.25㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・トイレや東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３５６

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具などの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　大谷集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 比内町大葛字大谷95番地 建設年 平成 10

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市大谷農村公園 施設面積 957.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３５７

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具などの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　大葛集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

(耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市比内町大葛字大葛家後85番地 建設年 平成 11 年

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市大葛農村公園 施設面積 1,000.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３５８

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具などの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　長部集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

(耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市比内町大葛字長部川反7番地1 建設年 平成 10 年

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市長部農村公園 施設面積 482.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３５９

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具などの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　森合集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 比内町大葛字森合58番地 建設年 平成 11

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市森合農村公園 施設面積 1,089.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６０

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具やトイレなどの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　小新田集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

(耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市比内町笹館字沖畑120番地1 建設年 平成 12 年

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市小新田農村公園 施設面積 1,957.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造2.28㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 20 20 20

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 20 20 20

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・トイレや東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６１

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
・遊具やトイレなどの設備の維持をどうするか検討する必要がある。
・公園の管理委託料を無償とできないか、現在地元と協議中である。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　中野集落及び近隣地域の憩いの場として活用していることから、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させることとする。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 比内町中野字下前田62番地 建設年 平成 13

変更：令和4年3月23日

所管課 比内総合支所

施設名称 大館市中野農村公園 施設面積 5,565.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（鉄筋コンクリート造12.15㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 151 152 153

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 4 4 4

保守コスト 147 148 149

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

・今後も当該地域に必要な施設であるため、今後も現状の維持管理を継続する。
・遊具は利用者が少ないため、使用不能となった時点で撤去する。
・トイレや東屋など設備は、必要の都度、地元と協議し方針を決定する。
・管理委託料については、地元の了解を得た上で、無料とする予定である。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６２

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 早口字本屋敷38番地 建設年 平成 5

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市大野農村公園 施設面積 1,304.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造4.96㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６３

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 早口字新田194番地 建設年 平成 5

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市本郷農村公園 施設面積 2,387.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造4.96㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６４

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 岩瀬字越山向岱79番地35 建設年 平成 5

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市越山農村公園 施設面積 2,873.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造4.96㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６５

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修繕
を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 山瀬字代野238番地 建設年 平成 6

変更：令和 5年3月20日 

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市代野農村公園 施設面積 2,968.00 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造4.96㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　 842

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05 トイレ解体工事 842

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持管
理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６６

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 山瀬字山瀬308番地 建設年 平成 6

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市茂屋農村公園 施設面積 4,632.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６７

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 長坂字上岱24番地 建設年 平成 6

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市長坂農村公園 施設面積 3,432.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６８

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 早口字高山岳51番地3 建設年 平成 7

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市岩野目農村公園 施設面積 3,490.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３６９

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 長坂字宝田岱1番地7 建設年 平成 7

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市大巻農村公園 施設面積 2,007.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 1 1 1

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 1 1 1

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３７０

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　大きな修繕を必要とする箇所はないが、経年劣化による修繕が見込まれる。

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が健康増進と憩いの場として活用するための施設であり、今後も機能維持のための修
繕を実施しながら存続させる。

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 山田字山田170番地1 建設年 平成 7

変更：令和4年3月23日

所管課 田代総合支所

施設名称 大館市山田農村公園 施設面積 4,130.00 ㎡

特記事項



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 0 0 0

運用コスト 0 0 0

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　利用者が快適かつ安全に使用できるよう、機能維持のための修繕を実施しながら、適正な維持
管理を図っていく。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３７１

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 建設部都市計画課

施設名称 外川原地区米代川河川緑地 施設面積 61,800.00 ㎡

特記事項 休憩棟1棟（木造69.41㎡）

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 外川原字前田地内 建設年 平成 6

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、今後２０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　水と緑にふれあうことを目的に、市民の交流の場として活用している施設であり、今後も必要
であることから、機能維持のための修繕を実施しながら存続させる。

　現状大規模修繕などを実施する箇所はないが、経年劣化により、休憩棟や工作物等の損傷が見
込まれる。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　経年劣化による修繕について、使用継続のための最小限の修繕を実施しながら、適正な維持管
理を図る。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト 4,066 4,142 4,197

運用コスト 117 113 112

修繕コスト 110 0 48

その他 5 327 14

（合計） 4,298 4,582 4,371

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３７２

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 建設部都市計画課

施設名称 根下戸地区米代川河川緑地 施設面積 38,168.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 根下戸字下袋家後地先ほか 建設年 平成 28

【 今後３０年度以上使用 】
　平成２８年度に整備した施設であり、機能維持のための必要最小限の修繕等を実施しながら、
今後３０年以上の使用を目標とする。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　地域住民が公園の管理運営に参画するなど地域に根付いた施設であり、今後も住民の憩いの場
として必要な施設であることから、機能維持のための修繕を実施しながら存続させる。

　公園内施設は、野外卓・ベンチ・サインのほか、芝生広場があるが、河川に近接しているた
め、河川の氾濫等浸水被害を受けやすい。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　安全対策を最優先に捉え、日常的な点検等による適正な維持管理の実施に努める。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト 1,005 1,011 1,023

運用コスト 0 0 0

修繕コスト 0 0 0

その他 92 94 97

（合計） 1,097 1,105 1,120

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３７３

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等
　トイレの経年劣化による老朽化。

【 今後１０年以上使用 】
　公園の現状から今後１０年以上の使用を目標とし、安全確保対策や景観の観点から、トイレの
解体を検討していく。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　公園整備後３７年を経過し、トイレの老朽化が著しいが、公園として必要な施設であることか
ら、機能維持のための修繕を実施しながら存続させる。トイレは仮設への代替機能も可能である
ことから、解体処分を検討する。

施設の評価 Ｃ 型 耐用年数を経過し、老朽化

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 比内町独鈷字橋場地内 建設年 昭和 55

変更：令和4年3月23日

所管課 建設部都市計画課

施設名称 コミュニティ河川公園 施設面積 29,043.23 ㎡

特記事項 トイレ1棟（木造9.94㎡）



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成26年度 平成27年度 平成28年度 備考

（合計） 128 129 129

【収入】 平成26年度 平成27年度 平成28年度 備考

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

保守コスト 103 104 106

運用コスト 25 25 23

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

R12

R13

R10

R11

R08

R09

R06

R07

R04

R05

R02

R03

H30

R01

　安全対策を最優先に捉え、日常的な点検等による維持管理の実施に努める。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考



施設№３７４

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部商工課

施設名称 花岡工業団地公園 施設面積 2,772.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 花岡町字七ツ館14番地2 建設年 平成 5

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための修繕を実施しつつ施設を継続させる。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　当該公園は工業団地造成事業（開発行為）の実施に伴い設置したものである。公園等の面積
は、都市計画法に規定されている開発許可のための技術基準を満たすよう確保しているため、当
該公園は存続させる必要がある。

　近い将来に公園の付属設備（東屋、シェルター、木製ベンチ、フェンス、車止め等）の修繕、
更新又は撤去が発生する。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　機能維持のための修繕を実施する。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト

運用コスト

修繕コスト

その他

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３７５

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部商工課

施設名称 二井田工業団地第１公園 施設面積 680.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 二井田字前田野95番地10 建設年 平成 5

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための修繕を実施しつつ施設を継続させる。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　当該公園は工業団地造成事業（開発行為）の実施に伴い設置したものである。公園等の面積
は、都市計画法に規定されている開発許可のための技術基準を満たすよう確保しているため、当
該公園は存続させる必要がある。

　近い将来に公園の付属設備（木製ベンチ、フェンス、車止め等）の修繕、更新又は撤去が発生
する。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　機能維持のための修繕を実施する。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト

運用コスト

修繕コスト

その他

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３７６

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部商工課

施設名称 大館第二工業団地第２公園 施設面積 7,210.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 二井田字前田野5番地30 建設年 平成 10

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための修繕を実施しつつ施設を継続させる。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　当該公園は工業団地造成事業（開発行為）の実施に伴い設置したものである。公園等の面積
は、都市計画法に規定されている開発許可のための技術基準を満たすよう確保しているため、当
該公園は存続させる必要がある。

　近い将来に公園の付属設備（東屋、パーゴラ、木製べンチ、フェンス、テニスコート等）の修
繕、更新又は撤去が発生する。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　機能維持のための修繕を実施する。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト

運用コスト

修繕コスト

その他

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 ― ― ―

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３７７

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部商工課

施設名称 大館第二工業団地第３公園 施設面積 6,620.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 二井田字前田野5番地31 建設年 平成 10

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための修繕を実施しつつ施設を継続させる。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　当該公園は工業団地造成事業（開発行為）の実施に伴い設置したものである。公園等の面積
は、都市計画法に規定されている開発許可のための技術基準を満たすよう確保しているため、当
該公園は存続させる必要がある。

　近い将来に公園の付属設備（東屋、木製べンチ、車止め等）の修繕、更新又は撤去が発生す
る。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　機能維持のための修繕を実施する。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト

運用コスト

修繕コスト

その他

（合計） 0 0 0

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考



施設№３７８

作成日：平成30年3月13日

【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（町内会等を含む）への譲渡の検討について

※　国・県協働の検討について

３　目標使用年数  

４　管理上の課題等

変更：令和4年3月23日

所管課 産業部商工課

施設名称 大館第二工業団地第４公園 施設面積 7,750.00 ㎡

特記事項

施設の評価 Ａ 型 耐用年数経過前

年 (耐用年数 30 年)

複合施設名 構造･階数

所在地 大館市 二井田字引欠川端60番地2 建設年 平成 18

【 今後２０年以上使用 】
　機能維持のための修繕を実施しつつ施設を継続させる。

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

　当該公園は工業団地造成事業（開発行為）の実施に伴い設置したものである。公園等の面積
は、都市計画法に規定されている開発許可のための技術基準を満たすよう確保しているため、当
該公園は存続させる必要がある。

　公園に附属設備はないが、良好な公園環境を保持するために、定期的な敷地の草刈り等が必要
である。



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

H30

R01

　機能維持のための修繕を実施する。

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R04

R05

R02

R03

R08

R09

R06

R07

R12

R13

R10

R11

　合　　　計　

【支出】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

保守コスト 135 135 137

運用コスト 0 0 0

修繕コスト 0 0 0

その他 0 0 0

（合計） 135 135 137

【収入】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考

利用者数等 － － －

利用料収入 0 0 0

【利用者等】 平成30年度 令和元年度 令和２年度 備考


